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開
か
れ
た
大
学

学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

8

有
賀
誠
門

こ
の
と
こ
ろ
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
活
躍
が
目
覚
ま
し

い
。
何
と
い
っ
て
も
二
〇
〇
一
年
、
第
三
回
別
府
ア
ル
ゲ

リ
ッ
チ
音
楽
祭
事
務
局
か
ら
出
演
協
力
依
頼
を
受
け
、
参

加
し
た
の
が
一
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
音
楽
祭
は
国

際
的
に
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
参
加
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
祭
に
第
一
回
目

か
ら
関
係
さ
れ
て
い
る
清
水
高
師
先
生
が
、
ぜ
ひ
芸
大
の

学
生
た
ち
に
世
界
一
流
の
芸
術
家
と
協
演
さ
せ
た
い
、
そ

の
体
験
こ
そ
が
演
奏
家
に
と
っ
て
何
よ
り
大
切
だ
、
と
い

う
思
い
を
提
案
さ
れ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
賛
否
が
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
「
東
京
芸
術
大
学
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
特
別

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
い
う
名
の
も
と
に
出
演
す
る
方
向
に

動
き
だ
し
ま
し
た
。
随
行
教
官
と
し
て
、
有
賀
誠
門
、
杉

木
峯
夫
、
永
島
義
男
、
事
務
官
二
人
が
同
行
。
現
ロ
イ
ヤ

ル
オ
ペ
ラ
劇
場
音
楽
監
督
、
Ａ
・
パ
ッ
パ
ー
ノ
氏
の
指
導

の
も
と
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
作
曲
「
交
響
曲
第
二
番
」
の
リ
ハ

ー
サ
ル
が
は
じ
ま
る
。
ま
た
た
く
間
に
〝
音
楽
す
る
〞
レ

ヴ
ェ
ル
が
あ
が
り
、
若
い
学
生
諸
君
の
能
力
が
引
き
出
さ

れ
、
本
番
は
言
葉
で
は
い
い
表
せ
な
い
演
奏
と
な
り
ま
し

た
。
辛
辣
な
評
を
す
る
斯
界
の
方
々
か
ら
外
交
辞
令
で
な

く
、
芸
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
よ
く
や
っ
た
と
本
音
を

聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
祭
の
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
伊
藤
京
子
氏
か
ら
、
総
監
督
Ｍ
・
ア
ル

ゲ
リ
ッ
チ
女
史
が
、
ぜ
ひ
ま
た
一
緒
に
し
た
い
、
と
希
望

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
第
四
回
に
も
参
加
。
ア
ル

ゲ
リ
ッ
チ
、
チ
ェ
ロ
の
Ｍ
・
マ
イ
ス
キ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
Ｄ
・
シ
ト
コ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
、
指
揮
に
Ｃ
・
デ
ュ
ト
ワ

で
ラ
ヴ
ェ
ル
作
曲
、「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」、「
展
覧
会
の
絵
」

な
ど
を
協
演
。
二
〇
〇
三
年
の
第
五
回
に
も
参
加
、
事
情

で
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
の
来
日
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
代
役
と

し
て
三
日
間
、
来
日
し
大
役
を
は
た
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

Ｆ
・
ブ
ラ
レ
イ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
Ｊ
・
ラ
ク
リ
ン
、
チ

ェ
ロ
の
Ｍ
・
マ
イ
ス
キ
ー
、
指
揮
、
Ａ
・
パ
ッ
パ
ー
ノ
に

よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
、「
三
重
協
奏
曲
」
は
、
は

じ
め
て
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
二
度
と
聴
け
な
い
名
演

で
し
た
。
し
か
も
五
周
年
記
念
を
祝
し
て
東
京
公
演
が
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
、
芸
大
奏
楽
堂
の
二
か
所
で
行
わ
れ
、

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
作
曲
、「
幻
想
交
響
曲
」
は
記
憶
に
残
る

演
奏
で
し
た
。

今
年
、
第
六
回
に
も
出
演
依
頼
を
い
た
だ
き
、
パ
ッ
パ

ー
ノ
指
揮
、
マ
ー
ラ
ー
作
曲
「
交
響
曲
第
一
番
」
な
ど
が

別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
、「
芸
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
」
英
国
公
演
な
ど

世
界
が
注
目
す
る
舞
台
で
の
演
奏
機
会
が
増
え
る
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
活
動

海
外
へ
地
方
へ
、
活
躍
の
場
が
広
が
る
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プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放

映
を
み
て
、
ぜ
ひ
、
芸
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を

し
て
ほ
し
い
と
山
形
県
長
井
市
か
ら
出
演
依
頼
を
い
た
だ

き
、
昨
年
八
月
は
じ
め
、
小
林
研
一
郎
指
揮
の
も
と
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
い

た
だ
き
、成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
も
〝
ぜ

ひ
〞
と
い
う
依
頼
が
す
で
に
き
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
昨
年
三
月
下
旬
、
音
楽
学
部
を

あ
げ
て
「
芸
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
」
が
編
成
さ
れ
、
芸
大
創

立
以
来
初
の
海
外
公
演
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
時
ま

さ
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
が
は
じ

ま
っ
た
歴
史
的
な
時
で
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
王
立
音
楽
院
、

大
英
博
物
館
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
北

王
立
音
楽
院
）
の
四
公
演
が
、
指
揮
、
Ｄ
・
シ
ト
コ
ヴ
ェ

ツ
キ
ー
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
の
合
同
演
奏
で
は
佐
藤
功

太
郎
氏
が
担
当
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
佐
藤
卓
夫
（
当
時
音
楽

学
部
二
年
）、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
作
曲
「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲
「
交
響
曲
第
二
番
」
を
演

奏
。
初
の
海
外
公
演
で
芸
大
の
す
ば
ら
し
さ
を
外
国
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

海
外
へ
芸
大
文
化
の
発
信
が
望
ま
れ
ま
す
。

一
九
九
八
年
か
ら
東
京
文
化
会
館
自
主
事
業
の
一
つ
、

「
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
祭
典
」
に
も
協
力
、
五
回
に
わ

た
り
、
桐
朋
学
園
大
学
、
東
邦
音
楽
大
学
、
東
京
音
楽
大

学
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
と
協
演
、
佐
藤
功
太
郎
、
田
中
良

和
、
小
林
研
一
郎
氏
に
よ
り
東
京
芸
大
の
潜
在
能
力
の
高

さ
を
社
会
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

〇
〇
三
年
、「
春
の
祭
典
」
の
名
演
は
歴
史
に
残
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
明
治
以
来
百
余
年
に
わ
た
る
前
人
諸

氏
の
教
育
実
績
の
賜
物
で
あ
り
、
常
に
、
こ
の
地
下
水
脈

が
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
基
礎
教
育
基
盤
を
徹
底
さ

せ
、
よ
り
深
く
、
高
い
音
楽
演
奏
を
常
に
心
が
け
る
こ
と

が
、
感
性
豊
か
に
し
て
元
気
な
社
会
を
創
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
東
京
芸
大
は
そ
の
根
幹
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
る
が
・
ま
こ
と
／
音
楽
学
部
器
楽
科
教
授
）
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山形県長井市での公演。2003年8月




